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「MagROによる高度に自動化されたNMR解析」

<要約>

NMRによる生体高分子の解析技術は高度に自動化される

時代にあり日々進歩を続けています。かつて理化学研究所に
おいて実施されたタンパク３０００プロジェクトでは５年間で約２０
名による研究者が1080ものタンパク質立体構造を高精度に決
定することが出来ましたが、その過程ではCYANAおよびKujiraと
呼ばれるNMR自動解析プログラムが貢献しました。MagROはそ

の後継になるプログラムであり更に高度な自動化機能を搭載し
ています。Kujira/MagROにおける重要な部分は人間との調和し

た解析支援機能にあります。全くの初心者から経験者まで有効
利用できる設計なっており、特に初心者の方がNMRを学ぶツー
ルには最適です。ぜひ楽しいNMR解析を経験してみてください。


